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【 庁 議 記 録 】

１ 日 時 令和８年 10 月 27 日（火）午前８時 54 分～午前９時 31分

２ 場 所 市長公室

３ 出席者 市長 教育長 企画財政部長 総務部長

市民部長 地域文化スポーツ部長 福祉保健部長 子ども家庭部長

環境部長 都市建設部長 議会事務局長 教育部長

幹 事 政策室長

４ 欠席者

５ 会議結果

市 長 これより庁議を開催します。審議事項１「狛江市交通安全計画（案）に対

するパブリックコメントの実施結果について」の説明をお願いします。

部 長 ９月１日から30日までパブリックコメントを募り、１件の意見がありまし

た。内容としては、自転車走行ルールの周知及び環境の整備を求めるもので

す。こちらについては、既に計画案に盛り込まれている内容であるため、内

容の修正は要しないものと認識しています。

そのため、原案から修正はないものとし、進めたいと考えています。

市 長 特に意見等なければ、案のとおり決定します。

次に、報告事項１「多摩川流域下水道野川処理区の建設に要する費用の関

係市の負担について」を報告してください。

部 長 ９月 17 日付けで、東京都公営企業管理者下水道局長から、下水道法第 31

条の２第２項の規定に基づき、多摩川流域下水道野川処理区の建設負担金の

改定について、関係市である狛江市、武蔵野市、三鷹市、府中市、調布市及

び小金井市に対して意見照会があり、資料１-２のとおり回答しました。

資料１-１の別添「多摩川流域下水道野川処理区の建設に要する費用の関

係市の負担について」を御覧ください。

改定理由及び改定内容についてです。東京都が運営する流域下水道は、費

用の一部を市町村が負担して運営されています。この負担としては、維持管

理に充当される「維持管理負担金」、建設事業に充当される「建設負担金」、

施設の改良事業に充当される「改良負担金」があり、今回、令和９年度まで

の上限額の設定となっていた「建設負担金」について、４年間延長し令和 13

年度までの上限額を設定する照会があったものです。

狛江市を含む多摩川流域下水道野川処理区の下水は、東京都下水道局の森

ケ崎水再生センターで処理をしています。野川処理区の下水を処理するため
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の設備再構築等に係る建設費用の改定負担額は、今後５年間、令和 13 年度

までの事業予定量を見込み、令和５年第一回東京都議会定例会にて議決を得

た負担額に、今後５箇年分の負担額を追加しているものです。令和 13 年度

までの事業量の見込みを追加した野川処理区全体の負担額は、建設当初から

の累計で 134 億 2,630 万８千円、11億 6,204 万９千円の増加となります。狛

江市分としては、建設当初からの累計で 15 億 2,756 万 1 千円、１億 5,089 万

１千円の増加となります。

この施設の更新等は、狛江市の公共下水道事業を継続していく上で、必要

不可欠な事業であるため、負担金の改定に関する意見照会については、同意

すると回答しています。

市 長 続いて、報告事項２「令和８年度『狛江市学習状況調査』の結果及び『全

国学力・学習状況調査』の結果について」の説明をお願いします。

部 長 ４月 23 日に実施された全国学力・学習状況調査及び４月９日に行われた

狛江市学習状況調査の結果を考察したものです。

令和８年度から、全国学力・学習状況調査と狛江市学習状況調査（NRT）で

は、小学校６年生及び中学校３年生に結果を示し、経年変化と狛江市の傾向

分析を行っています。

まず、「令和８年度狛江市学習状況調査」に関する報告です。NRT は小学校

５年生から中学校３年生までを対象に、小学校は国語・算数、中学校は国語・

数学・英語で実施されました。調査結果のグラフでは、令和８年度の小学校

６年生及び中学校３年生の過去２年又は３年間の経年変化が示されていま

す。特に中学校では、中学校 1年生時点と比較して全教科で成績が上昇して

います。

次に、項番 1「全国学力・学習状況調査」について報告します。この調査

は小学校６年生及び中学校３年生を対象に実施されています。

全体の傾向として、令和８年度では全教科で東京都の平均正答率を上回っ

ていますが、国語や算数では正答率が４割未満のものもあり、主体的・対話

的な授業改善が求められています。小学校国語では、自分の意見を書く問題

の正答率が東京都の平均を上回ったものの、無回答率は全国及び東京都より

も高くなっています。中学校数学では、一部の問題で平均を 1.2 ポイント下

回り、無回答率は 18.2％に達しました。

中学校英語はオンライン方式で調査が行われ、IRT と呼ばれる統計理論が

用いられました。この結果、狛江市の英語の平均 IRT スコアは 549 で、全国

の水準を上回りました。

次に、児童・生徒質問紙調査結果に移ります。中学校英語と同様に、MEXCBT

を用いたオンライン調査が実施され、主体的・対話的な学びについて肯定的
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に回答した層は約８割に達し、中学校３年生で最も高い数値が出ました。ま

た、学びの自主的な調整についても８割を超える肯定的な回答がありました。

中学校３年生では、ほぼ毎日端末を利用している生徒が 43.7％に上がりまし

た。

全国学力・学習状況調査と NRT 結果の分析では、全教科で全国及び東京都

の平均正答率を上回る結果が出ており、本市の学力が一定水準を超えている

ことが確認されました。一方で、自分の考えを根拠に説明する問題では正答

率が４割未満という課題があり、授業に多様な考えを比較・吟味する活動を

取り入れる必要があります。

質問紙調査では一人 1台の端末を用いた授業が中学校で行われ、活用率が

上昇していますが、学習内容の見直しに対して否定的な回答をした層もあり

ました。この点から、児童・生徒の学びの質を向上させるために ICT 機器や

ミライシードの活用が必要とされています。

指導室ではこれらの調査結果を効果的に活用するため、校長会等を通じて

サポートを続けていきます。この報告は、庁議後に議会へ提供予定です。

市 長 正答率は、全国及び東京都の平均を上回っており、学力が向上している一

方で、その弊害が出る可能性もあるため、学力を上げながらも子どもの健全

育成を行ってください。保護者がどのようなことを望んでいるのか、考え方

も聴取しながら教育の質の向上を目指してください。教育のみならず各部の

サポートも必要となるので、横の連携も行ってください。

続いて、報告事項３「狛江市立中央図書館内覧会とオープニングセレモニ

ーの実施について」の説明をお願いします。

部 長 11 月１日開館の狛江市立中央図書館について、内覧会とオープニングセ

レモニーを実施します。

内覧会は、10 月 28 日・29日、いずれも午後３時から実施します。28 日は

市長、教育長、議長及び市議会議員が対象となります。当日は施設課職員と

図書館職員が案内します。各階に図書館職員を配置し、蔵書等に関する問合

せに対応します。29 日は図書館協議会委員が対象となります。所要時間は各

日概ね１時間程度を予定しています。

なお、職員に向けては、10 月 29 日以降、希望があれば図書館職員が案内

します。

オープニングセレモニーは、11 月１日午前８時 30 分から実施します。内

容は、主催者あいさつとして市長に登壇いただき、来賓代表として市議会議

長に祝辞を賜るほか、市長、議長、図書館利用者の高校生２人によるテープ

カットを行います。終了時刻は午前８時 50 分を予定しています。

中央図書館はオープニングセレモニー終了後の午前９時から開館し、来館
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者には開館の記念品を配布予定です。

市 長 ようやく新しい図書館が完成するので、期待も大きいです。

部として活用できること、支援できることがあると思うので、事前に各部

長は内覧をしてください。

その他ありますか。

部 長 令和８年度狛江市総合防災訓練の実施結果についてです。

10月25日に狛江市総合防災訓練の実働訓練を実施しました。本訓練では、

首都直下地震の発生を想定して狛江第一小学校、狛江第六小学校、緑野小学

校及び狛江第二中学校の４つの避難所で避難所開設及び運営の訓練を実施

しました。また、関係機関による防災展示・体験コーナーを設置しました。

当日は晴天での開催となりましたが、前日が雨だったこともあり、一部校

庭から中庭に防災展示場所を変更しました。市職員をはじめ、避難所運営協

議会の皆様、各小中学校の先生方、その他関係機関等合わせて約780人に参加

いただきました。今年度も多くの方に御参加、御協力いただきありがとうご

ざいました。

本訓練では、避難所運営協議会と教育部避難所要員及び初動要員が連携し、

速やかに避難所開設を行うとともに、来場した市民を避難者と想定して受け

付け、各避難スペースに誘導することができました。

今回は、ＱＲコードによる受付を５月の水防訓練時より拡大試行し、来場

者からは好評な反面、システムにおける集計時の手間がかかる部分等も判明

し、更なる使いやすさを今後検討します。

また、実災害時はペット同行避難者が一定数避難することも想定し、ペッ

トスペースの設定の確認をしました。

加えて、福祉避難スペース及び福祉避難所設置・移送訓練では、各避難所

における福祉避難スペースの設置・運営を再確認するとともに、要配慮者の

方に参加いただき、令和８年度、新たに協定を締結した事業所等の協力のも

と、情報共有の流れや福祉避難所の設置・運営、移送方法を確認しました。

そして、屋外や体育館内で実施した関係機関による防災展示では、京浜河

川事務所から自然災害体験車、降雨体験車に来ていただき、大規模地震の体

験や近年多発している台風体験に加え、地震時の火災に対しての消火体験や

煙体験、また、カプセルトイ等により、様々な体験を子育て世代や小学生等

の子どもを中心に、防災に触れていただき、一人ひとりの自助に関する基礎

的な知識・経験の習得促進を図りました。

併せて、現地ではコマラジに協力いただき、各ブースの様子や訓練の様子

をインタビュー形式でリポート取材することにより、広く震災対策の啓発や

重要性を訴えることができ、大変有意義な訓練となりました。
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令和８年度の総合防災訓練は、この実働訓練に加えて11月９日に図上訓練

を実施することで災害対策本部運営能力の更なる向上を図ります。図上訓練

の実施についても各部の協力をお願いします。

市 長 職員、避難所運営協議会、関係機関及び関係団体の皆様、御協力いただき

ありがとうございました。

災害、特に地震はいつ発生するか分かりません。台風は進路が定まれば備

えができますが、近年は線状降水帯や前線の影響でいつ水害が起こるか分か

りません。フェーズが変わってきていると感じます。水害の場合は、一時的

に避難した方も、多くは１日～１日半ほどで家に戻られ、引き続き避難所に

残る方は限定的です。今後、避難所運営が長期間になる場合、避難者による

運営等、共助の視点にも目を向けていく必要があると思います。

他にありますか。

部 長 「令和８年台風第 18号災害義援金（鹿児島県）」の受付開始に伴う公共施

設等への募金箱の設置及び「令和８年熊本地震宇土市災害義援金」の受付期

間の延長についてです。

初めに、「令和８年台風第 18 号災害義援金（鹿児島県）」についてです。日

本赤十字社での「令和８年台風第 18 号災害義援金（鹿児島県）」については、

既に市公式ホームページに掲載しており、さらに支援を強化するために公共

施設等に募金箱を設置しました。募金箱の設置期間は、10 月 23 日から 12 月

28 日までを予定しています。募金箱設置場所は市内 10 施設とし、事務連絡

にて御協力を依頼しました。

また、庁内掲示板へ掲載しているので、問い合わせ等がありましたら、御

案内をお願いします。

次に、「令和８年熊本地震宇土市災害義援金」についてです。日本赤十字社

では、被災者の生活再建にはまだ時間を要し、継続した支援が必要であるこ

とから、「令和８年熊本地震災害義援金（熊本県）」の受付期間を延長しまし

た。これを踏まえ、「令和８年熊本地震宇土市災害義援金」として、市内 10

施設に設置している募金箱も令和９年３月 31 日まで延長します。

市 長 昨日、市長会があり、熊本市への対口支援に関して都からお礼の言葉があ

りました。派遣した職員から話を聞くと、被災状況を確認しに行った際に、

熊本市の職員が１人入っていたことで効率的に動けたようです。今後、こう

した職員が持ち帰った経験等を防災計画等に活かしてください。

熊本県に派遣した職員、所属部署においては御協力ありがとうございまし

た。

他にありますか。

部 長 「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」におけるオレンジリ
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ボンバッジ着用のお願いについてです。

こども家庭庁では、毎年 11月を「秋のこどもまんなか月間」と定め、「オ

レンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」を実施し、集中的な広報・

啓発活動を行っています。同様に、狛江市でも 11 月に市民、地域関係者向け

に児童虐待防止に関する啓発活動を行っています。

庁議メンバー及び管理職の皆様に、オレンジリボンバッジを着用していた

だき、啓発活動への協力をお願いします。

また、公立保育園４園の園長については、安全に配慮し、ピンバッジでは

なく、手作りのオレンジリボンの着用をお願いします。

このほか、市役所本庁舎及びこまえみらいテラスに、子どもを虐待から守

るための心構えや虐待しそうになったときの対処方法が印字されたトイレ

ットペーパーを設置し、児童虐待防止の啓発を図ります。

また、11 月 15 日の市民まつりに出展し、里親の PR と併せて周知活動を

行う予定です。

市 長 他にありますか。

部 長 狛江市かわまちづくり計画に基づく国のハード整備の変更についてです。

９月１日庁議で報告した「狛江市かわまちづくり計画に基づく国のハー

ド整備について」、国から工事施工箇所及び工程を変更したため、資料のと

おり地域住民に配布する工事のお知らせの共有がありました。

当初予定した施工箇所よりも減少していますが、国からは今回施工を見送

った箇所については、令和９年度以降の施工に向け準備を進めているとのこ

とです。

市 長 物価高等もあり工事の費用が上がってしまったため、緊急性のある箇所、

継続して施工する箇所に費用が投入されたようですが、先送りとなった箇所

についても、翌年度の施工に向けて進められているということです。

他になければ、以上で本日の庁議を終了します。次回の庁議は、11月２日

午前９時 00 分から開催します。


